2019年8月20日：タウン別（クァンジュ・イエイル教会）　　　　　　　　　　　2019年8月火曜集会祈りカード　　　               (資料提供: 世界福音化常任委員会インターネット総局 http://data.rutc.com)
	集中神学院76:伝道運動のOneness(使1:8、ロマ16:25-27)
	伝道弟子:1日3作(作品)
	70人:現場3作(三つのいやしをする霊的医師→ “現住所”)
	ミッションホーム:職業の3作-サミットを作る宣教師(ピリ4:19)

	＊序論
▲いまは伝道運動もOnenessになっていく、そのような祝福を教会が味わわなければならない。ある面では、みなさんが聖霊の導きを受けて、私が聖霊の導きを受けたらOnenessはなるのだ。本当に聖霊の導きを受ければ、ぴったり神様の契約の中でOnenessになるようになっている。それゆえ、契約がこのように(使1:8)はじまって、ここまで(ロマ16:25-27)行くようになる。オリーブ山で契約を受けておりてきたがローマ福音化まで行く、こういう導きを受けるようになるのだ。
1.集中合宿-祈り(福音を味わうこと)

▲集中合宿は、誰が何と言っても、祈りを見つけ出さなければならない。福音を味わう祈りだ。福音を味わえばこの答えが出てくる。

1)WITH、Immanuel、Oneness

▲みなさんが、祈りを味わうようになれば、答えはみなここに含まれている。祈りをするというより、祈りが成り立つようになる、本当に祈りの中に私がいる、こういう部分を今から始めなければならない。
2)霊的システム
▲みなさんが少し祈ることができる霊的システムが作られなければならない。教会にきて、他人の間違ったことだけ目に見えるのは、霊的システムがみなこわれた人だ。
3)24時祈り

▲一人でずっとみことばを握って祈って、聖日礼拝、講壇を握って祈りが成り立つ。これを24と言うのだ。

▲その次お答えは、話さなくてもくるのだ。25時、永遠は私たちがすることではない。神様が与えられることだ。
2.集中神学院-ミッション(福音分かち合い)

▲集中神学院ではミッションを悟るようにするのだ。
1)カルバリの丘-終わり+

▲カルバリの丘のミッションは、カルバリの丘で終わったのだ。終わったから、その後にことを見つけなければならない。

2)オリーブ山-時代

▲オリーブ山では、この時代を見通しながら、すばらしいミッションを与えられたのだ。
3)マルコの屋上の間-方向

▲ここで、すばらしい体験をして方向を定めるようになる。
3.集中キャンプ-伝道(福音を宣べ伝える)

▲集中キャンプは伝道運動、福音を宣べ伝えることだ。
1)絶対弟子を付けられる。絶対弟子ということは、ただキリストで終わったのだ。それが弟子だ。

2)絶対システムが出てくる。
3)絶対現場が出てくる。
▲訓練がみな終わったとき、みなさんは初代教会の姿に戻らなければならない。
＊結論-器を壊すこと

▲すべての器をみな壊しなさい。新しいことが必要だ。今、多くの悩み、それも壊しなさい。することも、しないこともない。必要ないことを壊しなさい。それでこそ、神様の恵みを受ける。
	＊序論 
▲今日の三講義はみなさんが必ず見つけ出さなければならない。神様は今でも3つ(救いの働き+祈りの答え+みことば成就)を行っておられる。今でも・・・それ見つけることを「1日3作」と言う。それを「3つの今日」と言う。3つの今日の中で1日3作だけずっと味わってもかまわない。

▲答えを受ける重要な鍵(Key)→ キリスト主人
1)ヨハ19:30、キリストが完了したと言われた。

2)ガラ2:20、私は死んで、私のなかにキリストが生きておられること、この話は暗やみの勢力が完全に崩れる言葉

3)Ⅱコリント5:17、新しい被造物になるのだ。

▲この契約を持って行けば答えがき始める。
1.問題(99.9%)の中で→ ずっと答えがくる。

▲問題の中で答えがずっとくるのだ。未信者はサタンが主人なっているから、ネフィリム、暗やみ文化(暗やみ経済)、わざわいがずっと付いてくる。みなさんはすでにキリストの中にいるから、ネフィリム、暗やみ文化、わざわいを征服する力ができる。キリストがサタンの勢力を終わらせて暗やみ文化、わざわいを防がれた。

1)兄たちの水準X→ ヨセフはエジプトの侵略を見たのだ。

2)奴隷生活X→ モーセはエジプト征服を見た。
3)既成世代X→ サムエルはペリシテ侵略を見た。
4)無能X→ ダビデはペリシテ征服を見た。

5)ポジション争いX→ エリシャ、オバデヤはアッシリヤ、アラム国の偶像との戦いを見た。
6)捕虜が問題ではなくて→ バビロン征服

7)属国が問題ではなくて→ ローマ征服
2.CVDIP(0.1%の人々が握った契約)

▲1日3作をどのようにしたのか。
1)ヨセフ-夢(苦しみの中で)

2)モーセ-ホレブ山で
3)サムエル-契約の箱のそばで

4)ダビデ-牧場で

5)オバデヤ-ドタンの町の契約

6)ダニエル(ダニ1:8-9)

7)ペテロ(使4:12)、パウロ(使9:15)
3.3つの今日を開始

1)定刻祈り- 3つの今日構想(ダニ10:10-20、使3:1-12)

2)常時祈り-現場に出て行って3つの今日を確認しなさい。

3)集中祈り- 3つの今日の実を見つけるのだ。
▲そうすれば世界福音化の門が開き始めた。
＊結論-私が握ったCVDIP

1)伝道現場-絶対不可能(使1:1、3、8)

2)韓国教会-絶対可能(使1:14)

3)10年(現場)-絶対計画(24時)

4)迫害-絶対力(25時、永遠)

5)237か国-レムナント
▲みなさんが信じても信じなくても、神様はこの(CVDIP)事を行われる。今から言葉、考え一切を変えなさい。できる、できないは違う。「主がなさいます」ただキリスト、ただ神の国、ただ聖霊、!みなさんが暗やみ勝てる契約をしっかりと握っていれば、3つの今日が出てくるのに誰が勝つだろうか。暗やみを砕く契約をしっかりと握りなさい。契約は必ず成就!
	＊序論
▲2番目にすべきことは「現場3作」だ。みなさんは「三つのいやしをする霊的医師」そのようにしようとすれば常に見つけて味わわなければならない「現住所」を分からなければならない。→ 使1:1、3、8+使1:14+24時+25時+永遠+237

▲霊的医師として出て行く前に、先に分からなければならないこと
1)病気になるしかない状態- 12の問題
2)発展するのに-わざわいはずっと激しくなる。
3)キリスト教徒は-傷が残っている。
▲三つの理由を必ず知って、してあげなければならない。

(1)ピリ1:6、ピリ2:13-聖書をどんなに見て、歴史を見ても、神様の絶対主権だ。
(2)マタイ13章-全く揺れる必要がない。
(3)感謝-パウロが信徒向かって、一番よく言ったのが感謝だ。(Iコリ1:3-4、Ⅱコリ1:11、ピリ1:3-4、ロマ1:9)
1.霊的いやしをする霊的医師-運命を変えなさい!

1)使3:1-12、「ナザレのイエス・キリストの御名によって起きて歩きなさい」この人の運命が完全にひっくり返った。
2)使8:4-8、キリストを信じて運命がひっくり返されたのだ。

3)使13章、16章、19章-この霊的な病気を完全にキリストの御名でいやしたのだ。こういう祝福と権威がみなさんにあるということを確信しなければならない。
2.生活をいやす霊的医師-枠を変えなさい!

1)使1:8、テオピロの枠を変えたのだ。
2)使4:12、使7:1-60、法廷で、裁判で、ただキリストだけが救われることができると説明した。
3)文化-ものすごい文化の枠を変えた。安息日を聖日に、聖日を毎日に、祭りを使1:1、3、8に、律法を福音に、選民/異邦人という単語を神の子どもに、主人/しもべ関係を兄弟に、完全に戦争時代を宣教時代に、文化を完全に変えてしまった。これが福音だ。
3.肉体のいやしをする霊的医師-生活をいやしなさい。
1)深い祈り-心

2)深い黙想(みことば)-霊
3)深い呼吸-からだ

4)深い食べ物-調味料(特に白色塩X、白色砂糖X)

5)深い生活-余裕

▲深い生活が必要だ。ここに運動、考え、ガンも含まれる。悩みが多い人々、あせる人々、がんこな人々は浅い人々だ。医者が証明するのに、ガンになる直接原因はストレスだ。簡単に話せば、余裕をもってしなければならない。
＊結論

▲さらに重要なのは、この世に生きていくのに、これからより大きい困難がずっとくる。そこで話してあげなければならない。

1)ピリ1:12-14、大きい困難くるとき
2)ピリ2:5-11、苦難を受けるとき
3)ピリ3:1-21、この地で生きる間、私たちの背景は別にある。

4)ピリ4:13、19、私たちの現住所だ。

▲ロマ16:20- 「イエス・キリストの御名で完全にサタンが足の前にひざまずくようになる」みなさんは霊的医師だ。
	＊序論－理由
▲職業の3作ということをひとつの単語にすれば、みなさんは「サミット作る宣教師」だ。(ピリ4:19)理由がある。

1)ネフィリム時代

(1)Leverage(道具、テコ) 　　(2)Vessel(うつわ、内容)

(3)Transmission(メディア) 　(4)ネフィリム作品(文化)

(5)Platform(集める作業) 　(6)Outsourcing(すべて)

▲これを次世代に教えて、次世代がこれを防ぐ上の6つを作るようにしなければならない。
2)教会無知
(1)世的　(2)肉的　(3)人間中心主義-人中心。これによって教会が閉鎖している。
3)迫害
▲ところで、神様は必ず時代時代ごとに福音を伝える者を、迫害を受けるようにさせられた。なぜか

(1)カルバリの丘(答え)-神様がただカルバリの丘の答え、キリストの答を与えようとされるのだ。
(2)オリーブ山(ミッション)-オリーブ山のミッションを受けなさい。

(3)マルコの屋上の間(力)-そして、マルコの屋上の間にあったその力を受けなさいと言われるのだ。

▲三位一体-これを合わせれば三位一体の神様だ。完ぺきな祝福を与えられるために、迫害中心に追い込まれる。それによってローマまで征服したのだ。
▲本論-特にミッション ホームで契約を握らなければならない。
1.ただを完全に教えなさい-キリスト
▲完全にただ(キリスト)を教えなさい。これを持って、すべての世界を動かすLeverageを作りなさい。
1)私のただを見つけなければならない。

2)現場のただを見つけるのだ。

3)仕事(職業)のただを見つけなければならない。

2.唯一性-神の国(Vessel)

▲そうすれば唯一性の答えがくる。神の国だ。これが私たちのVesselだ。三つだけ用心すれば良い。

1)受け入れ(全てのもの)　 2)待つこと　3)超越-そうすれば良い。

▲みなさんの教会の中に多くのLeverageとVesselを作らなければならない。そうすれば、世界を変化させるしかないのだ。
3.再創造-聖霊の働き(Transmission)

▲いよいよ私たちだけの再創造がくる。なぜか。聖霊の働きが再創造の働きだ。これを私たちは世界を変化させるTransmissionと言う。
1)使2:1-47、いよいよこの答えがき始めるのだ。

2)ガラ2:20、パウロのような人物が出てきた。

3)Ⅱコリ5:17に新しい被造物になった。私たちは全世界の人々を生かす霊的DNAを変えることができる。ただ聖霊によって変えられる。
＊結論-「“ロマ16:25-27」レムナントをどのように育てれば良いのか
1)隠された過去を見つけ出しなさい。みな土台だ。

2)隠された今日を見つけて、プラットホームにしなさい。
3)隠された未来を見つけなさい。そしてプラットホームを作ってOutsourcingしなさい。
▲みなさん、本当に24時祈りの中に入るように願う。みなさんとレムナントを通して時代を変えられるだろう。


